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発刊にあたって

本書は主要地方道勝本石回線道路改良工事に伴い実施した，原の辻遺跡の発掘調査

報告書です。

原の辻遺跡は『貌志倭人伝』に記される「一支園jの王者5として特定されています。

弥生時代におけるクニの実体を解明できる希有の遺跡として 平成12年度に国特別史

跡に指定された重要な遺跡です。

今回は遺跡南側の原ノ久保A地区の調査を行いました。この原ノ久保A地区では平

成8年度の範囲確認調査において弥生時代後期後半から終末期にかけての「一支園j

における有力集団の募域が確認されています。

また，この原ノ久保A地区の東に位置する大川地区では，平成10年度の範囲確認調

査において，イスラム陶器や初期貿易陶磁などの古代の遺物が多く出土しています。

特にイスラム掬器は これまでに太宰府条坊跡や鴻臆館などの重要な政庁関連施設跡

でしか確認されておらず，このことは古墳時代前期で終罵を迎える原の辻遺跡の変遷

を考察するうえで大変興味深いことといえます。

本年度の調査では，以上のような過去の調査成果を十分に考慮し，原ノ久保A地

区墓域の広がりや，古代における遺構・遺物の確認や大川地区との関連性を念頭にお

いた調査を実施しました。

最後に，調査に際して多くの方々にご協力頂いたことに深謝するとともに，本報告

書が研究の一助になれば幸いです。

2006年 2月28日

長崎県教育委員会教育長 立石 暁
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1.本書は，主要地方道勝本石回線道路改良工事に伴って平成16年度に実施した原の辻遺跡、の緊急、発

掘調査報告書である。

2.本書は，平成17年度主要地方道勝本石田線道路改良工事に伴う緊急、発掘調査の予算にもとづいて

発行した。

3.本書に収録した遺跡の調査地は長崎県壱岐市石田町石田西触に所在する。

4.本事業は長崎県壱岐地方局建設部建設課道路班が主体となり，調査主体は長崎県教育委員会が，

調査担当は原の辻遺跡謂査事務所が行った。

5.調査組織は下記の通りである。

(1) 平成16年度

原の辻遺跡調査事務所 所 長
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係長 兼)
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主任文化財保護主事

文化財保護主事

文化財保護主事

文化財保護主事

調査協力 壱岐市教育委員会文化財課

(2) 平成17年度

原の辻遺跡調査事務所 所 長

係 長

係 長

主任文化財保護主事

文化財保護主事

文化財保護主事

文化財保護主事

p女ム4

野

一日口ヨ
キす

干高

林

j葺

中

楽勉

中滋生(現県教委学芸文化課)

永宏美(壱岐教育事務所)

川逸朗

田一志※調査担当

睦 広 ※ 調 査 担 当

上貴稔

尾篤志(現県教委学芸文化課)

安楽 勉

村 JII 逸朗

森崎伸

福田 志 ※報告書担当

寺田正剛

林 隆広※報告書担当

溝上貴稔

6.本書に収録した遺物の実測・製図は原の辻遺跡調査事務所が行った。

7.本書収録の遺物・図面・写真類は原の辻遺跡調査事務所で保管している 0

8.平面直角崖標は旧日本測地系を使用している。

9. 自然科学分析は古環境研究所に依頼した。

10.本書では原の辻遺跡関連報告書を略称(例 :H8範囲確認調査)で引用している (Fig14および

Tab 7参照)。

11.本書では挿図図版を Fig，表組園版を Tab，写真図版を Phoで表記している。

12.本書の執筆は福田・林が行った。

13.本書の編集は林が行った。

遺跡内に設置された既存の基準点について，平成14年度4月1日の測量法の改正に伴い壱岐地

区に高さの基準である国家水準点が設置され標高の観測を再度実施したところ， 0.417mの比

高差があったことが判明した。したがって，平成17年度の謂査および報告書から-0.417mの修

正をおこなった新しい標高値を採用するものとする。
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I章遺跡の立地する環境

1 .地理的環境

「…又南にー海渡る千余里，名付けてi翰海と日い，一大闘に至る。官は卑狗といい，説官は卑奴母

離と日う。方三百里可，竹林や叢林を多くし，三千許の家が有る。差いに団地を有し，田を耕しても

猶食に不足し，同じように船に乗りて南北に市擢している…j

このように f貌志倭人伝jにて記される壱岐は対馬同様大陸と日本を結ぶ飛び、石のように玄界瀧

に浮かぶ島である。南北約17km，東西約15kmのやや南北に長い本島のほか多くの属島からなり，総面

積約138.8knr，人口は約 3万3千人を数える。本土との交通手段は海上交通が主で，福岡県博多と佐

賀県呼子へ船便が結ぼれている。長崎県には直通の交通手段が空路しかないため，行政区分としては

長崎県に属するものの文化的・経済的には福岡県とのつながりが深い。

島全体の地形は比較的平坦な溶岩台地で，最高峰の岳の辻岳でも標高213mにすぎない。これは『貌

志倭人伝』で「…居る所絶島…土地は山険しく， ?栗林多く，道路は禽鹿の径の如し…良田無く…」と

記される対馬とは対照的である。 f差是志倭人伝jでは「…田を耕しでも猶食に不足レ..Jと記される

が，島南東部の深江田原は県内第一の沖積平野で，今日では園場整備も進み，有数の穀物地帯となっ

ている。原の辻遺跡はこの中心部に位置し，南から延びた舌状の台地(標高18m) を中心に約100ha

の規模を誇る。また遺跡北部には島内最長の幡鉾川(約8.8km)が流れ 東へ約1.5km進むとやがて内

海湾に注ぎ込む。この幡鉾川では圃場整備に伴う河岸整備が行われる近年まで高潮の遡上がみられ，

また遺跡より約 2km上流には「船橋」という地名が残っていることから，太古より水上交通として機

能していたことが想像される。
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2.歴史的環境

(1) 旧石器・縄文時代

壱11皮における旧石器・縄文遺跡は原の辻遺跡やカラカミ遺跡，双六古墳に代表される巨石古墳など

の存在から，これまであまり日の目を見ない観があったが，近年の調査により少しずつではあるがそ

の様相が明らかにされつつある。

壱蚊における旧石器時代の遺物は名切遺跡，松崎遺跡，鶴田遺跡、など島内の数カ所で確認されてい

る。原の辻遺跡からは昭和50年 (1975)に台形石器・ナイフ型石器・細石器・細石核などが広範囲に

わたり検出された。特に左右非対称の台形石器は姶良火山灰 (AT)捧灰直後の石器組成の重要な器

種として「原の辻型台形石器jと呼称されることとなり，時期は剥片尖頭器との共伴からナイフ石器

文化中期後半におくことができる。また平成3年(1991)には遺跡丘陵西側の水田下180cmの腐植土

層からナウマン象の臼歯が出土している。ナウマン象と旧石器の共伴は確認されていないが，絶滅し

た動物化石とそれを狩猟した人類の遺物が同時に出土した例は全国でも長野県野尻湖遺跡などがある

にすぎず，原の辻遺跡はその例に追加される可能性もある。

壱岐における縄文時代の遺跡は鎌崎遺跡，名切遺跡，松崎遺跡などで壱岐島酉側に集中し，しかも

海岸部に立地して干潮時に遺跡が現れる いわゆる潮間帯遺跡が多いことが特徴としてあげられる。

鎌崎遺跡は表面採集ではあるが良好な石鈷やスクレーパーなど特徴ある石器が確認されている。特に

全体を直角三角形状に整形して底辺にゆるい弧状の刃部を作り出すスクレーパーは「鎌崎型スクレー

ノ，-Jと呼ばれ，九州北西沿岸部のみならず韓国南岸の東三洞貝塚でも出土している。

壱岐における初めての縄文遺跡発掘の事例となった名切遺跡では，昭和58年 (1983)に長崎県教育

委員会によって発掘調査が行われている。この遺跡からは中期から晩期に造られた貯蔵穴30基が確認

され，底面からカシの実など堅果類が，埋土からは人頭大の牒や石皿が検出された。形状は多くが円

形の筒型で，なかにはフラスコ状のものもある。湧水が見られる遺跡、の立地状況から貯蔵と灰汁抜き

の兼用と考えられる。牒や石皿は堅果類を竪穴に詰め，それに板材で蓋をした際の重しとしたのだろ

う。多様な石器も出土しており 漁揚・狩猟・植物採集活動を裏付ける多くの資料を得ることとなっ

た。剥片石器の素材は黒曜石が多いが，壱岐産の黒曜石の他に佐賀県伊万里市腰岳産の良質な黒曜石

もみられる。

また松崎遺跡では幾何学的細線刻丈をもち，滑石粉末を混入した縄文前期の土器が確認されている。

この種のものは韓半島の構目文土器との関連が指摘されている。

このように確認された石器や貯蔵穴などから これらの遺跡が生活の糧を海にのみ求めるのではな

く，多様な生活を営んでいたことがうかがえる。また縄文時代における海上交流の活発さも物語って

おり，対馬海峡を舞台にした九州北部と韓半島を結ぶ海上交流が，後の稲作伝播の経路となったこと

を想起させる。

[Fig 3出典]

1.長崎県教育委員会 (1978)I長崎県文化財調査報告書第37集『原の辻遺跡JJ

2.長崎県教育委員会 (1996)Ir原始・古代の長崎県j資料編 IJ
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旧石器・縄文時代遺跡分布図Fig 2 

主な出土品

備考

縄文土器・縄文石器・兵輪 勝本町教育委員会 (2003)
i靭淘帯遺跡縄文早期や縄文時代平行期の韓半島新石器時代土器が出土する

縄文土器・弥生土器・石器 横山瀬・田中良之 (1979)
i朝間帯遺跡鎌崎型スクレーパーは韓半島南岸でも出土

旧石器・縄文土器・縄文石器 長崎県教育委員会 (1985)
潮間帯遺跡貯蔵穴30碁を確認

!日石器(石核・フレーク・ナイフ型石器) 長崎県教育委員会 (1998)
良質の漆黒黒曜石 磯道技法との類似が指摘される

主な報告
遺跡名

松崎遺跡

名切遺跡

鎌崎遺跡

番号

2 

3 

1 

鶴田遺跡4 

旧石器・縄文時代遺跡一覧表
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(2) 弥生時代

弥生時代の遺跡は，壱岐島内で約60カ所が周知されているが，なかでも遺跡の規模，出土品の質量

から突出するのが原の辻遺跡である。この遺跡は大正時代に発見され，その後の河川改修工事や耕地

整理に伴って大量の土器や中国製鋼鏡などが，また東亜考古学会による学術調査では貨泉が出土する

などして学術的に重要な遺跡として認知されるようになった。今日まで、の調査で、遺跡面積100ha，3 

重の環濠を備え，石積みの船着き場などを有する大規模な集落であることが判明している。また『隷

志倭人伝jに記載された記事と国名が一致する唯一の遺跡と特定され，平成12年 (2000)には国特別

史跡に指定されている。

車出遺跡は幡鉾川の約 5km西側の上流にある山関部の狭い平野に所在する。この遺跡からは方格規

矩鏡や貨泉， 卜骨などの祭記に関わる遺物が出土している。この遺跡の側には後に旧式内社の壱岐一

の宮と称される天手長男神社が鉢形山山頂に営まれるため，この地が太古から宗教的な聖地として機

能していたことが想像される。

カラカミ遺跡は標高70mを超える丘陵部を含む遺跡で，鉄製釣針や鯨骨製アワビオコシなど漁携に

関わる特徴的な遺物が出土することから農耕文化を如実に示す原の辻遺跡とは古くから対比されてき

た。しかし勝本町教育委員会が実施した発掘調査(昭和57~60) によって銅鉱や卜骨などが確認され，

また環濠を備えている点などから原の辻遺跡との関連も指摘されるようになった。韓半島から舶載さ

れた瓦質土器や滑石混入土器も確認されており，海を撞に生活したこの集落の性格がうかがえる。

車出遺跡，カラカミ遺跡両者とも遺跡の存続期間は原の辻遺跡と趨勢を間じくしており興味深い。

あるいはこのいずれかが原の辻遺跡とは役割を分かち合った，すなわち呪術・祭租のためのみに営ま

れた集落で， I卑狗Jが統べる原の辻遺跡に対して「卑奴母離jが治める祭杷的な空間であったかと

思われるが，これは想像の域を出ない。

祭記的な遺跡としては，天ケ原セジョウ神遺跡をあげることができる。この遺跡は壱岐島の北端部

に位置し，昭和36年 (1961)，護岸工事の際に中広鍋矛が3本出土している。おそらくは韓半島や大

陸との境界を意識したもので，外的の侵攻を防ぐ目的と，航海の安全を祈る目的で埋納されたものと

思われる。

ともに国境の島でありながら，壱岐と対馬では弥生時代の青銅製武器及び武器形祭器のあり方が異

なることが従前から指摘されてきた。対馬ではこれまでに約130点の青銅製武器及び武器形祭器が確

認されているのに対し，壱岐は10数点と10分の lにも満たない。 12本のうち出土地点が判明している

のは原の辻遺跡の聾棺から出土した戦国式(中国式)銅剣と上記の 3本のみである。一方，壱岐，特

に原の辻遺跡からは対馬では確認例の少ない鍋鍛が100本以上確認されている。また平成14年度

(2002)の芦辺町(現壱岐市)における発掘調査では，原の辻遺跡の原地区から鋳型が検出されてい

る。これは原の辻遺跡で大量に検出された銅鍛が青銅素材として使用されたことを想起させ，今後の

調査成果が期待される。

[Fig 5出典1
2.長崎県勝本町教育委員会 (1985)r勝本町文化財調査報告書第4集『串山ミルメ浦遺跡j-第1次調査

報告書-J

3. 長崎県教育委員会 (1996)rw原始・古代の長崎県j資料編 IJ
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Fig 4 弥生時代遺跡分布図
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番号|遺跡、名
主な出土品 主な報告

備考

1 I!京の辻遺跡
弥生土器・石器・青銅器・鉄器 長崎県教育委員会・芦辺町教育委員会・石田町教育委員会

一支国の中心集落 韓半島系・大陸系の遺物が大量に出土

2 I車出遺跡
弥生土器・銅鏡片・ガラス玉 長崎県・郷ノ浦町教育委員会 (1998)
丹塗震研土器が多く出土

3 I戸田遺跡
弥生土器・韓半島系土器 郷ノi議町教育委員会 (2003)
車出遺跡と問一集落の可能性

4 Iカラカミ遺跡
弥生土器・骨格器・卜骨 勝本町教育委員会 (1985.1988)
海人的性格をもつが環濠も備える

銅矛 勝本町教育委員会 (1985)
5 I天ケ原セジョウ神遺跡 中広銅矛が3本出土

6 I大久保遺跡
弥生土器・須恵、器 長崎県教育委員会(1988)
石棺墓壮年男性の人骨が出土

γab 3 弥生時代遺跡一覧表
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乙ごご二二=> 0 5cm 

原の辻遺跡出土戦国式銀昔話 (1/2) 天ケ原セジ、ョウ神遺跡出土中広鈎矛 (1/12)

Fig 5 弥生時代遺物図
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(3) 古墳時代

現在確認されている壱岐島内の古墳は264基にのぼり，長崎県全体のほぼ半数を占める。江戸時代

には338基との記録が寛保2年 (1742)編纂の『壱岐国続風土記jに見え 天保8年 (1837) には296

基であったと『甲子夜話』にあるので， 2世紀半で約90基の古墳が消滅したことになる。

これまでの調査成果から 編年的に 4世紀までを遡る古墳は確認されていない。現在周知されてい

る古墳では大塚山古墳や俵山古墳の竪穴系横口式石室を埋葬主体とする円墳が最も古く， 5世紀後半

頃に比定されている。古墳時代初頭から 5世紀後半頃までの資料は確認されていないため，この間は

石棺墓などの埋葬形態がとられていたのではないかと考えられる。

大塚山古墳に次ぐ古墳としては，玄室と羨道のみの横穴式石室を有するもので妙泉寺 l号墳やカジ

ヤパ古墳などがあげられ，造営時期は 6世紀前半から中期と推定される。その後，対馬塚古墳や百田

頭5号墳が造営され，やや遅れて双六吉墳など玄室と前室の 2室からなる横穴式石室が出現する。こ

れらの造営時期は 6世紀後半と思われ この頃に壱岐へ前方後円墳が導入されたと思われる。この県

下最大の前方後円墳である双六古墳は全長91m 玄室・前室・羨道からなる石室は全長11mを測る。

周溝はなく，自然地形を利用して版築した 2段築成である。調査により石室内から金製品・金銅製品・

青銅製品・鉄製品・ガラス玉や須恵器・土師器・唐二彩などの遺物が確認されている。

6世紀末から 7世紀に初頭になると島内各地で古墳の造営が行われるが，壱岐島のほぼ中央部，芦

辺町国分から勝本町亀石の半径約800mに約90基の古墳が集中する。これは一地方の古墳群としては

突出した規模と内容であり，しかも各古墳の関には河じ設計図が使用されたと思われるほどの類似性

が見られることは大きな特徴といえる。鬼の窟古墳は県下最大の円墳で，石室は玄室・中室・前室か

らなり 17mと長く，巨石をもって石室を構築する。この古墳の西に位置する笹塚古墳も石室は15mと

長く，その構造や構築方法は鬼の窟古墳と同じであり，その強い類似性は特筆される。掛木古墳はや

や規模が小さいものの，玄室には凝灰岩製の引抜式家形石棺が設置されている。

なぜ、壱岐に多くの巨石古墳が存在するのか，その理由は古代の様子から想像することができる。ま

ず壱岐には卜占の伝統が弥生時代から受け継がれており，やがて律令時代には卜部として朝廷におけ

る重要な職掌を担うに至ったことである。また太古より，壱岐は海を生活の糧としたために海上交易

に精通した海人族としての性格も併せ持っている。 6世紀におこった朝廷と筑紫国磐井との戦いで、は，

韓半島西岸，新羅付近の制海権を掌握していた磐井勢力を，伊吉島造が駆逐したと『旧事記jの国造

本紀に記録されている。韓半島と朝廷との仲介をなしうる壱岐の勢力に対して朝廷から何らかの恩賞

があったはずで、，おそらくはそれを背景に古墳造営が行われたと思われる。

[Fig 7出典]

長崎県壱岐市教育委員会 (2005)r笹塚古墳Jr壱岐市文化財調査報告書第 5集一市内遺跡発掘調査事業に伴

う発掘調査 j 
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番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

遺跡名

双六古墳

Fig 6 古墳分布図

主な出土品

備考

鉄製品・金銅製品・ガラス玉・須恵捺・土師器・唐二彩

…山 I也>100m

仁二コ…丘陵地20~100m

仁コ…低平地20m<

主な報告

勝本町教育委員会 (2001)
前方後円墳(会長91m後円部直径43m高さ10.6m前方部中高36m高さ 5m)横穴式石室(全長11m玄室・前室)

長崎県教育委員会 (1992)
対馬塚古墳 前方後円墳(全長約65m後円部直径約36m前方部幅25m)横穴式石室(全長9.4m玄室・前室)

笹塚古墳
須恵器・土師器・陶質土器・金銃製馬具 長崎県教育委員会 (1992)
円墳(直径38m高さ10m方墳の可能性も)横穴式石室 (14.8m玄室・中室・前室)

掛木古墳
須恵器・土師器・銅鏡片・金環・鉄製品 長崎県教育委員会(1992)
円墳(直径約30m高さ 7m)横穴式石室(会長13.6m玄室・中室・前室)

須恵器・陶質土器(新羅系) 芦辺町教育委員会 (1990)
鬼の窟古墳 円墳(直径45m高さl3m)横穴式石室(全長16.5m玄室・中室・前室)

兵瀬古墳
松永泰彦 (1982)

円墳(直径34m高さ 8m)横穴式石室(全長12m玄室・中室・前室)

須恵器 副島康司・木村幾太郎 (1981)
鬼屋窪古墳 墳丘消失石室も半壊しており関口方向など不明袖石に船の線刻あ 1)

須恵器・鉄器
大塚山古墳 円墳(直径14m高さ 2m)竪穴系横口石室(全長3.96m)

芦辺町教育委員会 (1987)

Tab4 古墳一覧表

畠議事弐ト

。 5cm 
。 10cm 

亀形辻金具 (1/2笹塚古墳) 雲珠 (1/4笹塚古墳)

Fig 7 古墳出土遺物図
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(4 ) 古代・中世

『和名抄』によると，古代の壱岐は行政的に壱岐郡と石田郡の二郡とに分かれ，さらに壱岐郡七郷，

石田郡田郷からなっていたとし，国府は石田にあるとしている。現在，国府跡、については中野触の国

分に比定されており，現在の石田町からは外れることになる。これについては古代の郡境が現在の町

境と異なっていたと判断されている。壱岐島内にも国街・郡街などの諸施設があったことは間違いな

いが，調査などによってその跡が確認された例はない。壱岐の中で古代に関する調査の代表的なもの

は嶋分寺の調査である。調査では当時の基壇跡や建物跡などが検出され，これによってこの周辺が古

代における壱岐の中心域であったことが確認されている。この他，勝本町に串山ミルメ浦遺跡がある。

7~8世紀の干飽を中心とする水産加工場の跡が検出された。この遺跡の意義は，律令制の中で，租

庸調の貢納体制に組み込まれた壱岐の姿を端的に示したことにある。また，亀トをおこなった事実も

知られるなど，古代の生産体制や，精神的な部分まで理解される。

中世になると，文献的に資料は少ないが， 13世紀以降松浦党諸氏によって分治されていたことが知

られている。また壱岐島内には中世城館が約30箇所ほど知られており，中世にも活発な活動があった

ことが知られる。これらのことをふまえ，原の辻遺跡、周辺の古代・中世の遺跡について，丘援部を中

心とする東西南北の地区別で概観し，遺跡周辺の古代・中世について纏めてみることとする。

①原の辻西部地区

1 :興触遺跡…輿触には輿神社が存在し，地名が国府に通じるところから，ここを国府跡とする説

もある。調査ではピット・土坑・溝等が検出されている。遺物は一部緑粕陶器など古代の遺物も出土

しているが，多くは中世のものである。特に12・13世紀の白磁・青磁， 15世紀前後の青磁・ベトナム

産陶磁・土師器などが出土し，遺跡の主体が中世にあることが理解できる。 14・15世紀の陶磁器につ

いては，ベトナム陶磁などの出土から，近聾する観城跡との関連が指捕される。 8世紀から14・15世

紀代主体。

2 :観城跡…14~15世紀を主体とする中世城館跡である。調査は平成 8 年におこなわれ，溝や建物

跡などが確認されている。 遺物は中国産青磁やベトナム産陶磁，国産土師器などが出土している。城

については，志イ左氏の代官真弓氏居城と考えられている。 遺跡は， 14~ 15世紀代を中心とする。

②原の辻北部地区

3 :安田寺前A遺跡…越州窯系青磁の他，初期貿易陶磁が出土している。また，銅誇帯が出土して

おり，国司相当の身分のものの所持品と考えられている。遺構等は検出されていない。銅鋳帯が出土

していることから，付近にそれ相当の施設があった可能性がある。 8世紀から16世紀代までの遺物が

出土している。

4 :安国寺前B遺跡…平成 7年の調査で越州窯系青磁のほか， 13~ 15世紀代の陶磁器が出土してい

る。なかでもベトナム製の青磁碗が出土していることは注目される。報告の中で，安田寺A遺跡の出

土遺物をふまえ，古代に安田寺付近の緩傾斜面に有力者の居舘が存在した可能性を想定している。

5 :原の辻遺跡の川原畑地区…調査では， 8世紀代の道路状遺構が検出されている。古代の官道と

見られるが，おそらく石田の港から国府へ通じる官道であろう。須恵器・瓦等が出土している(山下

1997)。
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番号 l遺跡、名

…山地>100m

仁二]…丘陵地20~100m

「コ…低地20m<

Fig 8 古代・中世遺跡分布図

日
間土出な

考
主
備

主な報告

1 I 串山ミルメi甫遺跡

2 I壱岐嶋分寺跡

3 I観城跡

士郎器・須恵器・金属器・亀卜・骨角器 勝本町教育委員会 (1985.1989.1990)
砂丘上の生産遺跡で甑把手と飽殻が出土していることから干し飽(調か?)生産が中心と推測j

瓦・須恵器・土師器・輸入陶磁器 芦辺町教育委員会 (1991~ 1994) 
奈良平城宮6284A型式と向泡の軒丸・軒片瓦が出土

輸入陶磁器 長崎県教育委員会 (1997)
松鴻党五氏の佐志氏代官真弓氏の居城 執鮮貿易の拠点

1-0-白

4 I壱岐国安国寺跡

二二二=ごご:n r;:::.フ

，1 

-一一一一一J ‘ 軍一一一ー一 _J  

に二とJ

足利尊氏発願の臨済宗寺 高麗版大般若経を所蔵

Tab5 古代・中世遺跡一覧表

安国寺前A遺跡出土銅銭帯

ヱ手玉?
興触遺跡

椿遺跡出土石務

巡量挙
E主主ヨ

安国寺前A地点

領診
¥己主フ

観城跡出土陶磁
大川地区出土陶磁

Fig 9 古代・中世遺物図
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6 :原の辻遺跡高元地区…環濠の一部に掘られた土坑から，木簡が出土している。報告者によれば，

近辺に文書を取り扱う役所が存在したことを物語っているとしている(平)111995)。その後の周辺の

調査では，古代に関連する遺構・遺物の確認はなされていない。時期的には 8世紀代のものか。

③原の辻丘陵西側低地部地区

7 :平成14年の県道調査…土師器碗・皿，緑紬血が一車線上に並んで検出され，祭最Eにかかわる遺

構として捉えられた場所である。水田との関わりが強いものと考えられるが，縁軸陶器を使用してい

ることから，有力者が関わっていたものと考えられる。時期的には 9世紀代のものか(福田・小玉2004)。

④原の辻南部地区

8 :大川地区…平成6年に調査がおこなわれ，多くの初期貿易陶磁や，緑軸・褐紬陶器などが出土

している。また特筆すべき物としてイスラム陶器が出土するなど，公的施設あるいは，かなりの有力

者層の居館跡であったと考えられる。時期的には， 8世紀末から10世紀代を中心とする時期。

9 :椿遺跡…印通寺港からやや北側に所在する。印通寺港は，古代から港として利用されていたこ

とは確かで，ここから国府へ向けての官道の起点があったものと考えられる。椿遺跡の調査は乎成 7

年に実施され多くの土師器・須恵器のほか，石帯・瓦なども出土し，報告者は 7世紀末には草堂が造

られ，仏教の受容との関連を指摘している。つまりは，嶋分寺が建立される以前の私的な仏教施設で，

これがやがて公的施設へと変化する過程が椿遺跡の中で見られるとしている。時期は 6世紀後半から

8世紀前半(川口1996)。

10: 天水遺跡…14~17世紀を主体とする遺跡で，土師血と銭貨を埋納した地鎮遺構が検出されてい

る。中世の遺物は，ベトナム産の染付碗や朝鮮王朝陶磁，中国産陶磁も出土している。注目されるの

は，銭貨の出土が多いことにあり，この遺跡を介して多くの取引きがあったことを示している。

以上のことから原の辻遺跡周辺の古代・中世についてまとめてみる。古代については，遺跡北側で

は，官道・銅誇帯・木簡など， 8世紀代の公的な遺構・遺物が集中する地域である。木簡の出土は郡

街等の公の機関が想定され，官道と有機的に繋がるということからも，近辺に官街施設がある可能性

が非常に高い。原の辻西部では，輿神社付近の調査から，古代の遺物はかなり出土しているものの，

直接官街に結び、つくような遺物の出土は見られない。原の辻南部では，大川地区で初期貿易陶磁や緑

軸・褐紬掬器の出土から官街の存在カf推定されている。ただし，遺構に乏しく北部のように，産接官

街等に結ぴつくような状況ではない。初期貿易陶磁の量やイスラム陶器などの遺物から，かなりの有

力者層の存在が予想される。また，時期的なものを考慮すると，北部に比べやや後出の遺跡であるこ

とから，中心域が北部から大川地区に変化したことも考麗せねばなるまい。椿遺跡の例から考えれば

7~9世紀代に有力者層の存在が考えられており，石田の港周辺から大川地区・原の辻の北部への繋

がりが見えてくる。官道も官街も，このライン上にあったことを示す有力な手がかりと言える。また，

遺物的にいえることは，統一新羅系の遺物の出土は，仏教関連の遺跡である壱岐嶋分寺跡と，椿遺跡

のみである。このことから，椿遺跡は嶋分寺同様，朝鮮半島との関わりがあったことが考えられ，そ

の背景にはやはり有力者層や，公の施設との関連が想定される。

中世については，観城跡で代表される。 14~15世紀代の朝鮮王朝陶磁・ベトナム陶磁・龍泉窯系青
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磁などの舶載品が多量に出土し，当時の流通事情を捉える結果となった。この観城跡を中心とする町

屋の一部が検出されたことにより，館を中心に集落が形成されていたことが理解できる。ベトナム蹄

磁については，希少品と考えられるが，輿触遺跡・安国寺B遺跡・天水遺跡などからも出土している

ことから，ある程度流通していたことが何われるが，この地域での流通元は，親城を中心とするもの

であると考えられる。また，外海に面した所に位置する天水遺跡は，中世から近世前期にかけて海を

生業とする特別な集団が存在したことを考えさせる。

原の辻遺跡の丘陵部と低地部付近からは，古代・中世の遺物は散漫的に出土する程度で，積極的に

利用されたと考えられる状況ではない。古代・中世には，丘陵上は畑地として，低地部は水田として

開発された結果であると考える。

[参考文献]

川口洋平 (1996)r椿遺跡J(石田町文化財調査報告書 第 1集)

川口洋平 (1997)r親城跡j(原の辻遺跡調査事務所報告書 第 3集)

山下英明・川口洋平(1997)r原の辻遺跡・安国寺前A遺跡・安国寺前B遺跡』

長崎県石田町教育委員会

長崎県教育委員会

(原の辻遺跡調査事務所報告書 第 1集)長崎県教育委員会

川口洋平 (1998)r興触遺跡J(原の辻遺跡調査事務所謂査報告書 第7集) 長崎県教育委員会

杉原敦史 (1999)r輿触遺跡・輿触川上遺跡』

(原の辻遺跡調査事務所調査報告書

福田一志・小玉友裕 (2004)r原の辻遺跡J(原の辻遺跡調査事務所調査報告書

河合雄吉 (2001)r天水遺跡j(石田町文化財調査報告書 第4集)

Figl0 原の辻遺跡周辺古代・中世遺跡位置図
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(5) 近世・近現代

松浦氏による壱岐統治が開始された頃 長く続いた戦国時代も終罵を迎える。九州征伐の際，豊臣

秀吉のもとへ参陣した松浦氏は領地を安堵され，文禄元年 (1592)からはじまる朝鮮出兵(文禄・慶

長の役)では第一軍の小西行長のもと三干の軍勢で渡海している。その前年には秀吉の命を受けて勝

本城を築城している。『萱岐名勝園誌jに[夜の中に手々に石を持上がり築けりjとあるように，突

貫工事で築城したものと思われる。この勝本城は文禄元年 (1592)から慶長2年 (1598)までの 7年

間，豊担秀長(秀吉の弟)の家臣，本田因幡守正武が城番として約500人の家臣とともに駐在し，兵

糧や武器の海上兵描を担った。現在は勝本浦に向かつて開かれた祈形虎口と，頂上部を鉢巻状にとり

まく石垣が残されている。
かめのお

松浦氏による壱岐統治体制は江戸期に入り確立する。統治拠点である亀尾城に城代をおき，この下

には郡代 2名がおかれて壱岐郡と石田郡を監督した。この郡代には代官が4名っき， 24村を分担した。
ふれ さすがしら

各村には庄屋がおかれ，その下には触(集落内の小地域)ごとに初頭(百姓頭)をつけた。一方，漁
うらやく

業者は壱岐各地に散住していたのを郷ノ浦や芦辺浦など8浦に集住させ，浦ごとに浜使をおき，郷ノ
うらやく

浦には各浦を監督する浦役がおかれた。今日，壱岐の住所に「触Ji浦jが付くのは，このような背

景が存在する。

秀吉による朝鮮出兵以来，断絶していた日本と朝鮮の国交は，慶長10年 (1605)に匝復し，その修

好は文化8年 (1811)までの12固にわたる。壱岐における朝鮮通信使の迎接所は風本浦(現勝本町)

浦龍宮寺(のちの神皇寺)におかれた。これは今日の勝本町坂本触正村阿弥陀堂の一帯で，かつては

I神皇寺i度頭j と呼ばれた通信使が上陸した石段があったが，現在は埋め立てられている。この接待

は松浦藩の財政を圧迫したが，通信使節団に含まれた学者や画家，書家や陶工は当時の日本に多くの
せいじゅっかん シンユハン

文化的足跡を残した。また享保4年 (1719)通信使の製述官(文書官のこと)であった申維翰は当時
カベ吋φうろく

の勝本浦の様子を『海j詳録jに記している。蛇足になるが，この『海樺録』には本編を踏まえた日本
あめのもりほうしゅう

観察また文明批評である付編「日本見開録jがあり，申維翰と雨森芳州(註 1)との間で交われた

次のような対話が記されている。

i(雨森)…日本と貴国は，海を隔てて隣国であり，信義相字す。敵邦の人民はみな，朝鮮王国と寡

君が敬礼の書を通じていることを知っており，ゆえに公私の丈簿には，必ず崇極を致している。しか

し，ひそかに貴国人の撰する文集を見るに，その中で言葉が敵邦に及ぶところは必ず，倭賊，蛮酋と

称し，醜蔑j良籍，言うに忍びないものがある。…こんにち諸公たちは，この意を知るや否やj。

i(申)その意はおのずから容易に知りうるところだが，顧みるに，貴国こそ，諒解していないよう

だ。君が見た我が圏の文集とは，何人の著であるかは知らぬが，しかしこれすべて壬辰の乱(文禄・

慶長の役)の後に刊行された文であろう。平秀吉(豊臣秀吉)は我が国の通天の讐であり，宗社の恥

辱，生霊の血肉，実に万世になかった変である。我が国の臣民たる者，誰か，その肉を切り刻みて食

わんと思わぬ者がいょうか。上は薦紳から下は厨隷にいたるまで，これを奴といい賊といってかえり

みないようになり，それが文章に反映したとしても，もとより当然のことであろう。…j

この 2人の対話が日本と韓国の現代知識人の開で交わされたものとしても，何ら不思議ではない内
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容であり，興味深い。

明治維新を迎え，やがて廃藩置県により壱岐は平戸県となり，さらには長崎県へと編入されて今日

の行政区分へ至る。

大正11年 (1922) ワシントン海軍軍縮条約が調印され，この条約により主力艦保有量を対米英 6割

とされた日本は，廃艦処分された艦載砲を睦上用の砲塔・抱台に改造して要塞へ配備した。このよう

な情勢の中，昭和 8年 (1933)に黒崎砲台は竣工する。巡洋戦艦(後に航空母艦へ改造) i赤城J40 

cmカノン砲2門入砲塔 1基を装備した黒崎砲台は，東洋一の砲台と称された。同時に名烏島・渡良大

島砲台に15cmカノン砲を中心とした中口径火砲が装備され，太平洋戦争を迎える。壱岐要塞は対局要

塞と並び，対馬海峡の制圧が任務であったが，大戦中はほとんどなすことがなく，島内にあった海軍

水測所からの情報を受けて15cm砲で潜水艦の制圧射撃を行った程度のようである。

{参考文献}

『海j詳録朝鮮通信使の日本紀行(東洋丈庫252)J (平凡社1974，訳:萎在彦)

(註 1) (1668~ 1755)江戸中期に朝鮮との外交や貿易に尽力した儒学者。対馬藩宗氏に仕える。藩主宗義

誠に朝鮮と外交の心得を説いた『交隣提醒J，朝鮮語会話の入門書『交隣須知』などを著す。

番号|遺跡名

1 I勝本城跡

2 I亀丘城跡

4 I黒崎砲台跡

主な出土品

備考

…山地>100m

仁二]…丘陵地20~100m

仁コ…低平地20m<

Figll 近世・近現代遺跡分布図

主な報告

朝鮮出兵時に豊臣秀吉の命で松浦鎮信が築城 兵対中継基地

波多宗無が築城した域事11 松浦藩による壱岐統治拠点

昭和 8年 (1933)竣工。巡洋戦艦「赤城J(後に空母)の40cmカノン砲2門入砲塔跡。

Tab 6 近世・近現代遺跡一覧表
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E章調査の経緯

1 .原の辻遺跡における調査経緯

原の辻遺跡は大正年間に松本友雄によって発

見された。その後の河川工事や耕地整理の際に

大量の土器や中国製鏡などが確認され，遺跡の

重要性が認識されるようになった。昭和26~36

年 (1951~ 1961) には京都・九州大学を中心と

する東亜考古学会によって学術調査が行なわれ

た。初の本格的な発掘が行なわれたこの調査で

は各種鉄製品や貨泉，あるいは韓半島系や楽浪

系土器が出土したことから大陸との関連が強い

遺跡として学界で注目を集めた。反面，地元に

おける遺跡への関心は低く，やがて遺跡の位置

する丘陵周辺では畑地から水田への転換が進め

られた結果，遺跡はかなりの損壊を受けた。 昭

和49年 (1974) には石田大原地区において，水

田化改良工事にともなう発掘調査によって墓域

が確認された。この墓域は弥生時代前期末から

中期を中心とする箱式石棺墓および斐棺墓から

構成されており，区画溝を伴う本格的な墓域と
Fig12 謂査地位置図(1 /12，000) 

して注目された。この調査を受けて昭和50~52年度 (1975~1977) に範囲確認調査が実施され，遺跡、

の範囲が舌状台地の南側まで広がることが確認された。平成に入ると轍鉾)11流域総合整備事業にとも

ない，舌状台地問辺の低地部を中心に広範囲な発掘調査が行われた。これにより原の辻遺跡が台地周

辺の低地部に幾重にも環濠を巡らす，遺跡規模約100haにもおよぶ大規模環濠集落であることが判明

した。平成 7年 (1995)以降は集落構造の把握を目的とした範囲確認調査が実施された。これまでの

調査により環濠の外側に墓域が確認され，丘陵上の調査においては多数の竪穴住居跡とともに，丘陵

の最高地から掘立柱建物を中心とする祭儀場跡が発見された。また低地部の調査も継続して行われ，

複雑に巡る環濠の様相が明らかになるとともに，各年度の調査で確認された環譲関の繋がりについて

検討可能な基礎資料を得ることとなった。

またi日芦辺町教育委員会によって平成11年 (1999)から，また|白石田町教育委員会によって平成13

年 (2001)から遺跡整備にともなう発掘調査が行われいる。旧芦辺町は丘陵部を中心に調査を行い，

多数の住居跡を確認するとともに権(秤の錘)や青銅製ヤリガンナ，中広銅矛や鋳型などの重要な遺

物を確認している。また!日石田町は大原・大川地区の墓域を中心に調査を行い，費棺墓22基，多紐細
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文鏡や細形銅剣などを確認している。この遺跡整備にともなう発掘調査は壱岐4町(他に郷ノ浦町・

勝本町)の合併(平成16年3月)により誕生した壱岐市教育委員会に引き継がれている。

2圃本事業調査の経緯

主要地方道勝本石田線は遺跡の

丘陵部西側を南北に走るが，幅員

が狭く朽化も進んでいるため，改

良工事に向けての協議が平成 5年

度(1993)から行なわれた。改良

工事に当たっては既存の県道を拡

幅する案も検討されたが，丘陵部

では重要な遺構が出土する可能性

もあり，また将来的に遺跡整備を

行う際の支障となる恐れがあるこ

とから，丘陵西側低地部に新たに

取り付けることとなった。

その間，遺跡の発掘調査では船

着き場跡などの重要遺構が次々に

発見され，平成 9年 (1997) には

国史跡となり，その 3年後の平成

12年 (2000) には異例の早さで国

特別史跡に指定されるに至った。

県道改良工事に伴う調査は平成

14年度 (2002) に着手し， 2，400 

m
2
の調査が行われた。当初3，200
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Fig13 調査区配置図(1 /2，000) 

m2の予定であったが，水利権が解決していないため調査できない区域が約600m
2存在している。この

区域については工事着工直前に調査を行うことで壱岐地方局建設部建設課道路班と合意している。こ

のH14県道調査(福田・小玉2004)では遺跡西側低地部が調査され，環濠 1条・河道2条・溝 1条な

どが確認されている。続く H15県道調査(林2005) においても同じく遺跡西側低地部3，100m'の調査

が実施され，河道3条，溝状遺構 9条，護岸遺構 1基，樹皮敷遺構 1基，祭杷土坑 l基，水田遺構(畦

畔) 1基，集石遺構 1基，小児蓋棺墓 1基などが確認されている。
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皿章調査の概要

本年度調査 (H16県道調査)では，原の辻遺跡南側に位置する原ノ久保A地区に 6調査地 (A調査

地~F調査地)を設定した。多くが道路拡幅に伴い退去した住屠跡地である。調査地毘辺が住宅地で

あること，また調査地が県道拡幅予定地であるため県道に隣譲していることから，廃土仮置場が確保

できず，県道拡幅予定地全面の調査は困難を極めた。調査地面積は1，000ぱ，調査期間は平成16年6

月 16日から平成17年 2 月 8 日 (A調査地:平成16年 6 月 16 日 ~7 月 16 日 B調査地:平成16年6月22

日 ~6 月 30 日， c調査地:平成16年 7 月 14 日 ~7 月 16 日， D調査地:平成16年10月 1 日 ~ll月 12 日，

E調査地:平成16年 7 月 513~ 1l丹 17 日， F調査地:平成17年 1 月 17 日 ~2 月 8 日)を要した。

原ノ久保A地区はこれまでの調査成果から 墓域としての評価がなされている。特にH8範囲確認

調査(宮崎1999)D区では石棺墓12基，石蓋土墳墓5基，土墳墓l基，蓋棺墓2基の計20基が確認さ

れている。これは S52範囲確認調査(安楽・藤田1978)で把握されていた墓域像を具体的に示すもの

となった。墓域形成の時期判断にまだ検討・の余地はあるものの この原ノ久保A地区が原の辻遺跡に

おける弥生時代後期後半から終末にかけての有力集団墓域に比定されることに開題はないと思われる。

また，この原ノ久保A地区の東に位置する大)11地区では， H10範囲確認調査(安楽2000)において

イスラム陶器や初期貿易陶磁などの古代の遺物が多く出土している。特にイスラム陶器はこれまでに

太宰府条坊跡や筑後国府跡，鴻臆館や博多築港の重要政庁関連施設跡で出土しているに過ぎず，この

ことは，古墳時代前期で終鷲を迎える原の辻遺跡の変遷を考察するうえで興味深い。古代，大JII地区

になんらかの重要施設が存在したと仮定すれば，その性格と規模はどのようなものであったのか。

このような背景から，本年度調査では①「原ノ久保A地区における墓域範囲の確認J，② I古代の

遺構および遺物の有無，大川地区との相関性の確認Jの2つを念頭に置き，調査を実施した。

番号 本文略称
報告書名 タイトル 発行 発行年

サブタイトル

H6関場整備 原の辻遺跡調査事務所報告書第 1集 原の辻遺跡・安田寺前A遺 長崎県教育委員会 1999 
跡・安田寺前B遺跡

熔鉾川流域総合整備計画(掴場整備事業)に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書E

l 
原の辻遺跡調査事務所報告書第11集 原の辻遺跡

H8範囲石在認 原の辻遺跡発掘調査事業に係る範囲確認調査報告書 I
長崎県教育委員会 1999 

原の辻遺跡調査事務所報告書第11集 原の辻遺跡
H9範囲確認 原の辻遺跡発掘調査事業に係る範囲確認調査報告書 I

長崎県教育委員会 1999 

2 
HlO範囲確認 原の辻遺跡調査事務所報告書第18集 原の辻遺跡 長崎県教育委員会 2000 

原の辻遺跡発掘調査事業に係る範囲確認調査報告書

H11範囲確認 原の辻遺跡調査事務所報告書第18集 原の辻遺跡 長崎県教育委員会 2000 
原の辻遺跡発掘調査事業に係る範潤確認調査報告書

3 
原の辻遺跡調査事務所報告書第22集 原の辻遺跡

Hl2範囲確認 原の辻遺跡発掘調査事業に係る範囲確認調査報告書'ill
長崎県教育委員会 2001 

S50範囲確認 長崎県文化財調査報告書= 第26集 原の辻遺跡、 長崎県教育.委員会 1976 

長崎県壱岐郡所在の弥生遺跡

S52範囲確認 長崎県文化財調査報告書第37集 原の辻遺跡(眼) 長崎県教育委員会 1978 
長崎県壱岐郡所在の弥生遺跡

※番号は Fig14と対応 ーは本文に出典

Tab 7 原ノ久保A地区関連報告書一覧表

-16 



土量~勃…・
貴重占苦手….

J;[f芋…V

将笛苓・・・￥

信

L1-

(000‘l/ L )国富週輯票E鞘V齢、Ci車vL6!ゴ



1. A調査地

(1) 調査地の概要

①所在地:壱岐市石田町石田西触字原ノ久

{呆324-4・324-6・324-8

②調査地面積:304.24ぱ

③調査地現況

A調査地は県道勝本石回線と町道江里線の

交差点角の住宅跡地に位置する。この北西に

は約2.3mtまど高い水田があることから，調

査地はかなりの削平を受けていることが予想

された。この水田では長崎県教育委員会によ

るH8範囲確認調査(宮崎1999)が行われて

いる。弥生時代中期の土器片が3点出土して

いるが，遺構は検出されていない。そのため，

〈
H
M
ω
由

M
O

X=83620 

十 X=83610 

。 10m 

円g15 A調査地平面図(1 /200) 
今回の調査で遺構の検出はないと予想、してい

た。また建造物の基礎部(コンクリート基盤)が残されていたため全面を掘り下げることができず，

歪な調査区設定となった。

(2) 基本層序(Fig15A-A〆→Fig16，Tab 8 ) 

2層はD.E.F調査区に見られる遺物包含層に相当する。この 2層は西から東へ傾斜する様相を

示すこと，また土層確認トレンチの西側では消滅していることから，この調査地は西側丘陵裾部を前

平して造成したと判断される。

七三三二=イー
A LH=13.0 

LH=12.5 

1m 

Fig16 A調査地土層図(1 /40) 

土層番号 土色 注 記 f務考

l層 造成等による客土層。

2層 暗茶褐色粘質土層
遺物包含層。 部に弥生式土器も見受け D調査地3層， E調査地7層 F調査地
られるが，摩滅が激しい。 3層に相当

3層 明黄褐色粘質土層 地山層。
D調査地4層， E調査地8層， F調査地
4層に相当

Tab8 A調査地土層観察表
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(3) 遺構・遺物

①Pit群 (Pig17，Pho 8 ) 

調査区北側で 2基検出した。 Pit①は最長径45cm深さ25cm，Pit@は最長径40cm深さlOcmを測り，と

もに楕円形を呈する。 遺物は含まれていないため，時期判断はできなかった。

②溝状遺構

・遺構 (Pig18，Tab 9， Pho 4 ~ 7 ) 

調査地中央部で検出した。長さ約 5m，最大幅約1.5m深さ約O.3mを測る。東西における遺構の延

長部分はすでに撹乱を受けているため不明である。検出当初，部分的な落ち込みと推測していたが，

弥生式土器7点が遺構床面から投棄された状況で検出されたため溝状遺構とした。含まれる遺物から

は弥生時代後期中葉から後葉の時期判断が可能と思われる。

原の辻遺跡ではこれまでに多くの環濠および溝状遺構が確認されているが，その断面形の多くはiv

字J形もしくは iu字J形である。この溝状遺構はすでに上部を大きく郎平されているため不明な点

も多いが，その断面形は北側立ち上がりが緩やかで、，一方の南側立ち上がりが急な「レ字j形を示し，

特徴がある。

この溝状遺構はほぼ東西方向に軸をとる。そのため現況では西側で丘陵に突き当たることになり，

疑問が生じる。遺構西側がやや北西に軸をとるような様相を示すため，あるいは丘陵東側縁辺を沿う

ように北上するかもしれないが，詳細は不明で、ある。次年度以降にA調査地西側丘陵部の調査を行う

予定であり，その際に再度検討する必要があると思われる。

X=8360 
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。 1m 
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p仕②

Fig17 A調査地 Pit群実測図(1 /40) 
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Fig18 A調査地溝状遺構実測図(1 /60) 

土層番号 土質色 注記 備 考

やや硬質でしまりがある。カーボンを少量含む。溝内部の充填土
SD-l①層 漆黒色弱粘質土層 である。北側は急な立ち上がりを見せ，南側ではゆるやかに立ち

上がる。上部はすでに削王子されていると思われる。

SD-l②層 黄灰色粘質土層
i奔状遺構が堀込まれた層。しまりのある粘土で③層の玄武岩風化
層と忍われる。

SD-l③層 明黄桜色玄武岩際層 硬質の岩盤層。

Tab9 A調査地溝状遺構土層観察表

Pho4 A調査地溝状遺構検出状況①(西から)
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検出状況①(東から)



-遺物 (Fig19，Tab10) 

1は口縁が「くJ字形に外反する蓄の頚部である。表裏面とも剥離が多く調整方法は不明である。

2， 3は口縁が外反する広口壷の口縁部から肩部で，球形胴のものと思われる。 1同様に摩滅およ

び剥離が著しく，調整方法は不明な点が多い。

4は高杯の脚部である。脚部の広がりが少ない。脚部の中央付近に指オサエによる凹みが認められ

る。

5は球胴形壷の底部と思われる。底部に凸レンズ形状は認められない。

時期判断には非常に限られた資料数ではあるが，広口壷の口縁部形状や頚部径，底部の形状から弥

生時代後期中葉から後葉(下大隈新~古段階)の範轄と判断される。

一一レグ¥

、、‘ 、、

4 

2 

Z 
v‘、、、、

3 。 1Dcm 5 

Fig19 A調査地溝状遺構出土遺物実測図(1 /4) 

報告番号|認査区遺構 層位色調番号(表) 胎土 器種残存状況 備考

調整手法

1 
A i葬状遺構 ① Hue5YR4/6 長石・石英・金雲母 斐 頚~肩部 弥生式土器

i表:剥離が激しく識別不能 裏:表同様

2 
A i葬状遺構 ① 日ue2.5YR6/6 長石・石英・金雲母 士宜E 口縁~肩部弥生式土器

I表:!頭部に横ナデ

3 
A i存状遺構 ① Hue5YR6/8 長石・石英・金雲母 登 頚~肩部 弥生式土器

|表:頭部に横ナデ肩部に縦ハケ目

4 
A i存状遺構 ① Hue5YR6/6 長石・石英・金雲母 高杯脚部 弥生式土器

|表:脚部全体にナデ指オサエによる問み 裏:指オサエ

5 
A i誇状遺構 ① Hue5YR6/8 長石・石英・金雲母 牽 底部 弥生式土器

|表:剥離が激しく識別不能 裏:表同様

Tabl0 A調査地溝状遺構出土遺物観察表
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③表土出土遺物 (Pig20，Tabll) 

1~2 は弥生式土器の歪である。 1 は口縁部が「逆 LJ 字を呈する。表裏とも摩滅が激しい。時期

は弥生時代中期中葉から後葉と思われる。 2は口縁部が「く jの字を呈する。時期は弥生時代後期初

頭から前葉と思われる。

3は須恵器の葦である。表に車鹿瞳整形痕がわずかに認められる。

4は淡緑灰色紬の国産磁器である。畳付に砂が付着し，高台外面に 2本の鉄軸圏線が認められる。

見込内に蛇の目が施され，中央部分に焼成時の上段高台痕が残る。時期は18世紀後半頃と思われる。

5は黄褐色軸の近世の肥前陶器碗である。胴部表に 7本の沈線が認められる。見込内には 3点の胎

土目が残る。高台内をj深架く削る点に特徴がある O 嬉野の内野山窯産 (1刀7世紀f後走半から1路8世紀前半頃)

である可能性も考えられる註劃1)

註 1υ)川口洋平氏(長崎県教育委員会)より御教授頂いた。

-¥f 

-x 6ミ

3 
。

り

JJ53 
4 

o 10cm 

Fig20 A調査地表土出土遺物実測図(1 /2) 

報告番号 l調査区出土層位 色調番号(表) 胎土 器種残存状況 備考

謂整手法

1 
A 表土 Hue5YR6/6 

|表裏とも調整方法不明
長石・石英 霊童 口縁部 弥生式土器

2 
A 表土 日間5YR6/6

|表裏とも調整方法不明
長石・石英・金雲母 翠 口縁部 弥生式土器

3 
A 表土

|表:稜積痕
Hue2.5Y5/1 長石・石英 養 口縁部 須恵器

4 
A 表土 HuelOG7/1 磁石土 磁包 底部 磁器

i見込:蛇の目 外:鉄紬圏線

5 
A 表土 Huel0YR5/6 粘土 碗 口縁~底部淘器

|見込:3点粘土日 外:沈線

Tabll A調査地表土出土漬物観察表

-22-
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Pho6 

A調査地溝状遺構検出状況

②(南から)

Pho 7 

A調査地溝状遺構出土遺物

検出状況②(西から)

Pho8 

A調査地 Pit群

完掘状況(東から)



2. B調査地

(1) 調査地の概要

①所在地:壱岐市石田町石田酉触

字原ノ久保330向 3・330

-4・330-7

②調査地面積:189. 17m
2 

③調査地現況

B調査地は県道に隣接する住宅跡

地に位置する。調査地南には標高約

14.5mの耕地があり，調査地との標

高差は 1mほどある。この南の耕地

では長崎県教育委員会により H8範

囲確認調査(宮崎1999)が行われ，

D区より石棺墓12基，石蓋土壌墓 5

基，土壌墓 1基，警棺墓2基の計20

基が検出されるとともに，後漢鏡や

イ方製鏡，勾玉などの重要遺物が出土

している。耕地との標高差からすで

に削平を受けていることが予想され，

〈
刊

M
u
m
m
o

X=83580 

nu 
ゥ，，

戸

h
u

q
u
 

no 一一
V
A
 

o 
L. r----，" 

Fig21 B調査地平盟国(1 /200) 
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地表観察でもすでに岩盤層が露出する状況であった。約20cm掘り下げたが，遺構は確認されなかった。

(2) 基本層序 (Fig21A-A'→Fig22， Tab12) 

住宅基礎部や近代の暗渠など新しい遺構の掘り込み面は 1層

の耕地同様の地形を大きく削平整地したと判断される。

(硬質の岩盤層)である。本来，南

A LH=14.0 

¥ 
~ 

。 2打1

Fig22 B調査地土層圏(1 /60) 

土層番号| 土色 | 注記

1層 |明黄澄色玄武岩際層|硬質の岩盤層。

Tab12 B調査地土層観察表

備 考

-24-
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3. C調査地

(1) 調査地の概要

①所在地:壱岐市石田町石田西触字大川631

1・631-11・631-12

②調査地面積:185. 66m' 

③調査地現況

調査地は県道に隣接するが，標高約13mfまど

で県道よりも約 1m高所に位置する。調査地北

西の耕地(標高約14.5m)では長崎県教育委員

会により H8範四確認調査(宮崎1999)が行わ

れ， D区では石棺墓12基，石葦土壌墓 5基，土

墳墓 1基，蓋棺墓2基の計20基が検出されると

ともに，後j莫鏡やイ方製鏡，勾玉などの重要遺物

も出土している。

寸

-< A 11' '/  

話。

/8 

X=83斗

X=83~ 
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./ 

〈

5m ~ 

lコo 

また，この調査地西では同じく H12範囲確認

調査(安楽2001)が行われているが，この際は

遺構は確認されなかった。表面観察で岩盤層が
Fig23 C調査地平面図(1 /200) 

露出する状況であり，約20cm掘り下げたが遺構は確認されなかった。

(2) 基本層序 (Fig23A-A'→Fig24， Tab13) 

近代の排水路など，新しい遺構の掘り込み面は 1層(硬質の岩盤層)である。遺構面および包含層

は造成の際に削平されたと思われる。

A LH=13，Oー←ー A 

。 2m 

Fig24 C調査地土層図(1 /60) 

土層番号 土色 注 記 備考

1層 明黄糧色玄武岩際層 硬質の岩盤層。

Tab13 C調査地土層観察表
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4. D調査地

(1) 調査地の概要

①所在地:壱岐市石田町石田西触字大)11631-23・631-24・631-4

②調査地面積:177. 44m2 

③調査地現況

調査地は県道に隣接する住居跡地(北側で③・④区)ならびに倉庫跡地(南側で①・②区)に位置

し，調査地北側から南側に傾斜するような地形を見せる。

(2) 基本層序 (Fig25A-A'. B目B'→Fig26， Tab14) 

③・④区は深いところで約60cm掘り下げたが，上部は幾層かの客土，その下は岩盤層が確認された

ため割愛する。①・②区にて安定した遺物包含層が確認された。これはA調査地およびE.F調査地

における包含層に相当する。また，土層堆積状況から，南東へ傾斜する傾向が見受けられる。かつて

はC調査地およびD調査地③・④区まで丘陵状であり， D調査地①・②区付近から南東へ緩やかに傾

斜する地形を呈していたと思われる。
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土層番号 土色

l層 明黄櫨色土層

2層 陪茶褐色弱粘質土層

3層 婿茶褐色弱粘質土層

4層 明褐色粘質土層

(3) 遺構・遺物

① 1号不明土坑

・遺構 (Pig27，Pho 9 ) 

Fig26 D調査地土層図(1 /40) 

注 記 備 考

造成などによる客土層。

造成などによる客土層。

遺物包含層で，主に須恵器や土師器を含 A調査地2層， E調査地7層， F調査
むが，あまり数は多くない。 地2層に相当

遺構確認面。
A調査地3層， E調査地8層 F調査
地3層に相当

Tab14 D龍査地土層観察表

②区北側で検出した。最長径115cm，深さ40cmを測る。遺構全体の印象としては遺構中央部がくび

れる「落花生j形状をなすが，南側では中央部から突出する箇所があり，歪なプランを示す。遺構確

認面である 4層に掘り込まれる。充填土は 4

層よりやや暗い色調であるが，ほほ同色質で

ある。充填士が若干柔らかい質感である程度

の差で，不明確な遺構線であった。検出当初

は土壌墓の可能性も検討されたが，可能性は

極めて低いと思われる。

Pho9 D調査地 1号不明土坑検出状況(東から)

-27-



-遺物 (Fig28)

土器片が2点出土した。 lは土師器警の口縁部である。摩滅が激しく 調整方法は不明である。 2

は須恵器棄の胴部片である。表面が格子目タタキ，裏は青海波状当木の痕跡が残る。

':0 [ 

a rにコν/
.o[ 

a LH=11.5 a 

Fig27 D調査地 1号不明土坑実弼図(1 /30) 

¥ 

一一
f j 

、、/

。 10cm 

Fig28 D調査地 1号不明土坑出土漬物実測図(1 /2) 

回

.
F
F
H
工
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D

。 1m 

2 

報告番号 i調査区遺構 層位色調番号(表) 1台土 器種残存状況 備考

務整手法

D l号土坑 Hue5YR6/6 長石・石英・金雲母 窪 口縁部 土師器

表裏とも摩滅が激しく識別不能

D 1号土坑 Hue2.5Y5/1 石英・金雲母 斐 胸部 須恵、器
2 

|表:格子日夕タキ痕 裏:青海波状当木痕

Tab15 D調査地 1号不明土坑出土遺物観察表
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②包含層出土遺物 (Fig29，Tab16) 

1は弥生式土器の底部である。器種は蓋であろうか。 2は須恵器の血である。口縁部がさらに外反

する。表裏ともに轄瞳整形痕が認められる。 3は須恵器の杯である。見込には指ナデによる痕跡が認

められる。 4は須恵器警の胴部破片である。表にタタキ百痕が残る。 5は近世磁器の瓶である。内面

は聴櫨整形痕が残り露胎である。高台の外側面が内傾し，畳付は逆三角形に削り出され，接地面が狭

くなっている。

二 J
二--;;7
2 4 

ー...1圃圃 哩_，."
3 

5 

。 10cm 

Fig29 D調査地包含層出土遺物実測図(1 /2) 

報告番号|調査区出土層位色調番号(表) 胎土 器種残存状況 備考

調整手法

D 包含層 Hue2.5YR5/8 長石・石英・金雲母 護 底部破片 弥生式土器

2 
D 包含層 HuelOYR6/2 長石 血 破片 須恵器

3 
HueN6/0 石英・金雲母 杯 底部破片 須恵器

見込:指ナデ

4 
D 包含層

l表:タタキ日
Hue2.5Y6/2 長石・石英 棄 胸部破片 須恵器

5 
D 包含層 HuelOGY8/1 瓶 高台部破片近世磁器

i高台:外側面が内傾 畳付:接地面が逆三角形状に部り出し 内面:露胎

Tab16 D調査地包含層出土遺物観察表
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5. E調査地

(1) 調査地の概要

①所在地:壱岐市石田町石田西触字大J11642-4・642-1. 645-2 

②調査地面積:476. 04m2 

③調査地現況

県道に隣接する住宅跡地および耕作地である。北から南へなだらかに傾斜し，調査地南には小111川

が流れる。旧地形は小JlIJlIへ傾斜すると想定していたが，小111川に最も近い①区で、は10cmほどの掘り

下げで岩脈が露出した。

E調査地西側の水田には H10範囲確認調査において 1~4 区が設定されている。 2 匹からは時期不

明の柱穴15基が確認されている。

(2) 基本層序 (Fig30A-A'. B-B' . C-C'→Fig31 ， Tab17) 

1層から 5層は耕作地造成時の客土と思われる。当初， 4層を地山と判断していたが， トレンチを

掘削して確認を行った結果，造成時の客土であることが判明した。

6層から 7層が遺物包含層にあたる。 6層にはあまり遺物は含まれないが， 7層からは摩滅した土

師器片や須恵器片が多く出土した。また 8層に掘り込まれた遺構の充填土でもある。 8層上面が遺構

確認面となる。 8 層下部の土壌を火山灰分析(附編参照)したところ，姶良 Tn 火山灰(約2.4~2. 5 

万年前)や鬼界アカホヤ火山灰 (K-Ah:約6，300年前)に由来する可能性が高いとの報告がなされて

いる。

(3) 遺構・遺物

①住居跡

・遺構 (Fig32，Pho 2・10)

古代の住居跡と思われ，⑥区および⑦区で検出した。検出長辺435cm，深さ20cmを測る。遺構西側

で柱穴2基が確認され，柱穴①は直径37cm深さ16cm，柱穴②は直径42cm深さ27cll1を測る。東側の柱穴

は確認されなかった。サブトレンチによる土層観察から住居跡の床面が凹凸であることが確認された。

貼り粘土などの補強はなされていない。

・遺物 (Fig32，Tab18) 

lは不明鉄製品である。 2は剥片鍛である。主要剥離面と背面における剥離痕が交互剥離となり，

鈴桶技法の特徴を示す。縄文時代後期中葉頃のものと考えられ，混入と判断した。 3~4 は土師器の

血である。 5は土師器の蓋である。把手は上端部がややふくらみを持ち，下部に鈍いくびれがある。

4~5 は瓦質に近い焼成である。 6 は須恵器の蓋である。表裏とも聴瞳調整痕が認められる。

30-
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A LH=11.5 A 

L - L - -

B LH=11.5 B 

C LH=11.5 C 

2 

7 

。 2m 

Fig31 E調査地土層図(1 /40) 

土層番号 土色 注 記 備考

1層 黒褐色土層 腐葉土を含む耕作土。 耕作土

2層 褐色土層 耕作土の下部。酸化鉄粒のような斑紋が入る。 耕作土

3層 黒色?見小磯炭化物土層 小磯や炭化物，カ"フス片などが多く浪人する。 客土

4層 i炎培紫土層 淡い紫色を呈するパサパサした硬質の風化際土。 客土

5層 黒茶色斑状土層 パサパサした黒や茶色の風化際土がマーブル状に堆積。 客土

6層 茶褐色土層
E調査地④~⑤区間の落ち込みに堆積する土層。 7層よ
りもやや明るい。

遺物包含層で主に須恵器や土師器を含む。一部に弥生式 A謂査地2層， D調
7層 暗茶褐色弱粘質土層 土器も見受けられるが，摩滅が激しい。粘質を持つ下部 査地3層， F調査地

と，粘質の弱い上層に分層されそうだが，半日然としない。 2層に相当

住居跡などの遺構確認面。粘質土でよくしまっている。
A調査地3層 D調

8層 明褐色粘質土層 この層には遺物は含まれない。本来，旧石器時代の遺物
査地4層， F調査地

を包含する層位と思われる。
3層に相当
※自然化学分析4層

9層 暗黒褐色粘質土層
旧石器時代の堆積である，いわゆる「フpフックバンドj

※自然化学分析5層
に似る。 9層よりもやや柔らかく，粘質が強い。

上部は粘質をもつが，下部になると鉄分などの凝濁した
10層 灰黄白色弱粘質土層 ものが混入し，赤褐色となる。玄武岩の小際も散在する ※自然化学分析6層

ことから，玄武岩風化層と思われる。

Tab17 E調査地土層観察表
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②Pit群

・遺構 (Pig33，Pholl) 

Pit①~②は⑦毘で検出した。 Pit①は最長径50cm深さ26cm，Pir②は最長径50cm深さ12cmを測る。 Pit

③~⑥は⑥区で検出した。 Pit③は最長径28cm深さ 6cm， Pit④は最長径30cm深さ21cm，Pit⑤は最長径

33cm深さ20cm，Pit@は最長径34cm深さ15cmを測る。 Pit⑦~⑮は⑤区で、検出した。 Pit⑦は最長径45cm

深さ18cm，Pit③は最長径30cm深さ14cm，Pit⑨は最長径47cm深さ 7cm， Pit⑮は最長径49cm深さ23cm，目t

⑪は最長径46cm深さ20cm，Pit⑫は最長径37cm深さlOcm，Pit⑬は最長径42cm深さ 6cm， Pit@)は最長径

77cm深さ16cm，Pit⑮は最長径22cm深さ22cm，Pit⑮は最長径22cm深さ26cmを測る。これら Pit群から建

物跡と判断されるプランは見受けられないと思われる。

・遺物 (Pig33，Tab18) 

7は土師器の杯である。摩滅が著しく調整方法は不明で、ある。焼成状態は瓦質に近い。 8は須恵、器

の蓋である。
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Fig32 E調査地住居跡(1 /60)および住居跡出土遺物(1 /2※ 1=1/4)実測囲
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E調査地 Pit群・ 2号不明土坑(1 /60)および Pit出土遺物(1 /2)実測図Fig33 

素材器種重量(g)高・厚(cm)幅(cm)長(cm)層{立遺構
報告番号

鉄

漆黒色黒曜石

明不

剥片鍛

124.2 0.7 0.9 24.3 
l 

0.5 0.35 1.5 
混入と判断

備考

土師器

土師器

土師器

須恵、器破片蓋石英

土師器底部破片杯長石

調査区遺構
調整手法

E 住居跡 一
摩j威が激しく調整方法不明

E 住居勤;

摩滅が激しく調整方法不明

E 住居跡 Huel0Y7/1 
把手上部はややふくらみ，下部に鈍いくぴれ

E 住居跡 Hue5Y6/1 
表裏とも犠績調整痕

E Pit 一
摩滅が激しく調整方法不明

E Pit 
表裏とも綾鰭整形痕

2 

残存状況

破片

調査区
備考

E 住居跡

馬鍬か?

E 住居跡 2.35 
縄文時代後期中葉頃のものと考えられ，

器種

血

目台土

長石

色調番号(表)

Hue2.5Y7/2 

層{立
報告番号

3 

破片

把手

服

釜

長石・石英

長石・石英

Hue5Y6/1 
4 

5 

6 

Hue5Y7/2 
7 

須恵、器口縁部破片首一車長石

E調査地住居跡.Pit群出土遺物観察表
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③ 2号不明土坑

・遺構 (Fig33)

⑥区の西側で検出した。検出最長195cm最大幅75cm深さ 7cmを測る。全体的には楕円形だが，北側

に突出する笛所があり，歪なプランを呈する。遺構の北東部分では赤褐色焦土が見られた。摩滅の激

しい土師器片が数点出土したが，時期判断は困難で、ある。遺構の性格は不明で、ある。

④不明遺構

・遺構 (Fig34)

⑮区で検出した。検出当初は傾斜か落ち込みと推測したが，遺構西側の立ち上がり線が極めてシャー

プであること，遺構東側が再び立ち上がって床面がレンズ状になることから，何らかの遺構である可

能性が高いと思われるが，詳細は不明で、ある。

⑤包含層出土遺物 (Fig35~36 ， Tab19) 

3 を除く 1~1lの資料は須恵器で，ほとんどが破片資料である。 3 は頚部下に縄薦文を配した短頚

壷の破片である。縄庸文は鍛密で，頚部にまで及んで、いるが頚部については，ナデ消している。また，

最終的に先鋭な並行沈線5条を胴部上半部に施す。頭部が短く，胴部が球体となる短頚壷となるであ

ろう。 4は均二蓋で，天井部は援やかに勾配し，口唇部外面に突起を持つ。外面にの体部にヘラ状のも

ので放射状の文様を描いている。 5は杯で，胎土に砂粒を多く含み黄桃色を呈する。底部調整は明確

ではないが，ヘラ起しで，見込み中央部に指オサエが認められる。全体的に厚手で中世に属するもの

か。 4. 5・7・8・10は須恵器の杯身部分で，高台は低く体部は丸く立ち上がる。高台が低く外側

/ 

/ 
~~ 

a LHロ10.5 a 

一一一一一一一ノ

a~ 

b 

グ
ム;

~ 

下へ一一一」

c LH=10.5 c 

。 2m 

Fig34 E調査地不明遺構実測図(1 /60) 
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につくことから，比較的新しい時期の所産と考えられる。 6・9は杯蓋のつまみ部分で， 6はほぼ垂

直に立ち上がり，頂部も平坦に調整されているが， 9はつまみ部の立ち上がりが外頃し，頂部もやや

宝珠状になるが退化している。

12は越州窯系青磁の高台部である。平底で体部下半部は露胎であることから，土橋分類の IID類に

属するものであろう(土橋1995)。見込みの粕薬は濁白色を呈し，胎士に黒色の粒子が見られる。

以上の遺物は，ほほ 8 世紀の後半代~10世紀代に収まる時期のものと考えられ，検出したピット等

の遺構もほぼこの時代の遺構として捉えることができる。

13~16は土師霊と皿である。すべて表面の摩滅が激しく，調整等については判別しにくい状況にあ

る。 13は外が灰褐色，内部は黄灰色を呈する棄の口縁部で，内部は郎り痕が顕著であるが，かなり摩

滅している。胎土は灰濁色で石英粒が目立つ。口縁部直下に，ふきこぼれのススが若干付着している。

14・15は器高が低く，口径が広い土師皿で， 15については，見込みの成部と体部の問に鋭い沈線が認

められる。他の陶磁器等から考えると， 8 世紀後半~1O世紀代の遺物として捉えられよう。

[参考文献]

土橋理子 (1995)1l.貿易陶磁器(1 )初期貿易陶磁器『概説 中世の土器・陶磁器j一中世土器研究会編

一真陽社
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Fig35 E調査地包含層出土遺物実測図①(1 /2) 
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Fig36 E調査地包含層出土遺物実測図② (1/2) 

報告番号
調査区出土層位色調番号(表) 胎土 器種残存状況 備考

調整手法

1 
E 包含層 Hue5Y 石英・長石 喜喜 口縁~胸部縄薦文

頚部下に縄薦文を配した短頚壷で，線薦文は綴密で，一部擦で治す。

2 
E 包含層 N灰6/0 石英・長石・金雲母 蓋 天井部

体高が低く口唇部は丸く納める。体部にヘラで放射状の文様を描く。

3 
E 包含層 Hue7.5 石英・長石・金雲母 均二身 破片 土師器中世

底部調整は明確ではないが，ヘラおこし。見込み中央部に指押さえ痕。

4 
E 包含!脅 Hue5Y4/1 石英・長石 杯身破片 須恵器

5 
E 包含層 Hue 石英・金雲母 杯身破片 須恵器

6 
E 包含層 N灰6/0 石英・長石 蓋 破片 須恵器つまみ部

7 
E 包含層 HueN5/。 石英・金雲母 杯身破片 須恵器

8 
E 包含層 Hue7.5Y 石英 杯身破片 須恵器

高台が低く外領Jjに付く。

9 
E 包含層 lOBG青灰 石英・長石 杯蓋破片 須恵器

10 
E 包含層 HueN5/0 石英・金雲母 杯身破片 須恵器

11 
E 包含層 Hue7.5YR 石英・長石・金雲母 護 破片 須恵器

12 
E 包含層 日ue7.5YR 碗 底部破片 越州窯系青磁碗E類

平底で体部下半は露始。見込みの秘薬は濁白色を呈し，胎土に黒色粒子。

13 
E 包含!欝 Hue7.5YR 石英・長石・金雲母 護 口縁~胴部土師器

14 
E 包含層 日ue5YR 石英・長石・金雲母 棄 口縁 土師器

15 
E 包含層 Hue7.5YR 石英・長石・金雲母 血 底部破片 土師器

16 
E 包含層 Hue5YR 石英・長石・金雲母 血 底部破片 土防器

Tab19 E調査地包含層出土遺物観察表
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6. F調査地

(1) 調査地の概要

①所在地:壱岐市石田町石田西触

②調査地面積:210ぱ

③調査地現況

大川橋の北約80m地点から約125m地点までの県道で，調査区全長45m，I幅4.5m(一部3m)であ

る。 E調査区同様，北から南へ緩やかに傾斜する。

(2) 基本層序 (Fig37A-Aノ→Fig38，Tab20) 

基本的にはE調査地層序と対応、する。 1層は県道敷設時に造成された客土と思われる。 2層はかつ

ての耕作土と思われる。 3層が遺物包含層で， 4層に掘り込まれる遺構の充填土でもある。
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A LH=11.5 A 

2 

3 

4 

o 2m 

Fig38 F調査地土層圏(1 /40) 

土層番号 土色 注 記 備考

1層 明黄褐色土層 客土。

2層 褐色土層 耕作土。 E競査地2層に相当

3層 暗茶褐色弱粘質土層 遺物包含層で主に須恵器や土師器を含む。
D調査地3層および、E誘変地

7層に相当

4層 明褐色粘質土層 遺構確認面。
D調査地4層およびE調査地
8層に相当

Tab20 F調査地土層観察表

(3) 遺構・遺物

①埋聾土坑

・遺構 (Fig39，Pho 3・12)

調査区のl者側で検出した。検出した箇所は，北側よりやや微高地になる部分で，上部はすでに削平

されていた。掘り込み面はE層上部で，土坑は幅30cm，深さ17cmを測る。斐は，垂直に立てられ蓋の

底部に納まる様に皿を置いてあった。状況からして埋納を意図しており，祭示Eに関係する遺構と判断

した。

-遺物 (Fig40)

1は土師聾である。上下破損しているが，下部の破損は意識的なものであり，打ち欠いている。上

部は削平に伴い破損している。本来は口縁部まで残存していたものと考えられる。護の残存高は14.5

cmで，径24cmを測る。体部にはススが付着し，内部も下半部にススが付着している。外面は条痕状の

叩き整形を行い，内部については|隔が広い削り痕が残り器体の厚みを薄く仕上げている。内面下部に

ススが底面を一周するように付着しているが，これについては，ススのラインと土師皿のおかれたラ

インが同じであり，土師皿の口縁部直下にもこのラインが認められることから，土師血を置いた後に

被熱した結果であると考えられる。 2は土師皿である。口径18cm，器高1.5cmを測り，口径がかなり

大きい。底部は被熱したためか，スス痕や，はじけ痕跡が観察される。このような状況から，土坑に

入れる前に蓋の底部を打ち欠き，置を入れて熱した後に土坑に縮めたということが推測される。当時

の祭記行為の一端を表すと考えられる。遺物については， 8世紀後半のものか。

39-



:戸室@
室、i

f

国

何回ゐ
斗X=83470 

@
室

、ーー/

、
z

z@H-a 

h
l
J・

、2
0

〈

HMωuwωo

~>i :)~ 品。ふ斗
M
M
ω
吋

ω吋

X=83460 

@一己
¥
l
/
-

、hu

ち

:)2 :〉2

⑬
t
a
 

h
J『

ε 

曾一
a

l

、I

「

』

半

回

E
O
F
M
Z
J

OL  
f( )) 'ol 

?Fο￥，，_ 山。2m 。

宮

¥04 
ε
 ロ 出

.
O
F
H
工」

品

O
A

IX=83445 
卜〈

叶、2
c.v 
、、』

与
ιn 

o
 

rzH40.ω ~ 
0:1里嚢

足、
、@」

n 

10 

10、

n 

F調査地 Pit群(1 /60)および埋聾土坑(1 /10)実測図

-40 

m
 

一一 Fig39 



て ドー一一二グ

o 20cm 

Fig40 F調査地埋聾土坑出土遺物実測図(1 /4) 

調査区遺構
報告番号!

調整手法
層位 色調番号(表) JJ台土 器種残存状況 備考

1 
F 埋藷土坑 Hue2.5YR3/4 

土師皿の装着部分下にスス痕が帯状に付着

石英・長石・金雲母 翌 日間部 土師器

2 
E 埋斐土坑 Hue7.5YR7/6 石英・長石・金雲母

底面が被熱により広範囲にわたり剥離 スス痕が付着

Tab21 F調査地理聾土坑出土遺物観察表

皿 ほほ完形 士郎器

②Pit群 (Pig39，Pho12) 

Pit①は最長径28cm深さ12cmを測る。 Pit②は最長径32cm深さ12cmを測る。 Pit③は最長径44cm深さ30cm

を測る。 Pit④は最長径39cm深さ13cmを測る。 Pit⑤は最長径20cm深さllcmを測る。 Pit⑥は最長径26cm深

さ13cmを測る。 Pit⑦は最長径21cm深さ26cmを測る。 Pit⑧は最長径50cm深さ16cmを測る。 Pit@は最長

径24cm深さ26cmを鵠る。 Pit⑮は最長径57cm深さ16cmを測る。 Pit⑪は最長径22cm深さ10cmを測る。 Pit

⑫は最長径16cm深さ16cmをisUるo Pit⑬は最長径110cm深さllcmを測る。上層に炭化物を多く含み，埋蓋

土坑にもっとも近い。両者には何らか

の接点がある可能性がある。これら Pit

群に遺物は含まれていなかった。

E調査地Pit群と同様に，掘立柱建

物などの住居跡と判断されるプランは

見受けられない。 E調査地およびF調

査地を合わせた遺構配置からも，建物

の柱穴らしき配置は見受けられないと

思われる。

しかしながら，この一帯に遺構が集

中する傾向は確認できる。そこで包含

層から出土する遺物に何らかの傾向が

現れないかと期待したが，遺物量も少

なく，出土地点もまばらで，特に何ら

かの傾向を把握するには至らなかった。
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N章本調査の総括

1 .溝状遺構について

今回の調査対象地は，原の辻遺跡の中心の高台から南寄りの地域にあたり，過去の調査成果から，

丘陵を取り巻く環濠や，墓地に関連する遺構，古代の遺構等の検出が予想される地域である。今回の

調査で一部かなり削平を受けていることが明確となったが， A調査地のように弥生時代の溝の底の部

分が検出されたり， E. F調査地のように古代の柱穴や住居跡が検出されるなど，遺構の保存状況が

地点によってかなり相違していた。これは地山の起伏が激しく，窪地になる場所では土の堆積が厚く，

遺構の保存状況も良好で、，地出が高いほど後世に削平をうけたことを示す結果となった。 A調査地の

溝状遺構については底の部分だけしか確認していないが，これが環濠の底の部分にあたるのか，ある

いは溝の底の部分かについては現段階では判断し得ない。時期的には弥生時代中期の段階を想定しな

ければならず，丘陵の主体部を巡る溝や環濠のさらに外側に広がる遺構と考える。原の辻遺跡の南側

の環濠については過去の調査でも点的な調査しかおこなっていないが，これらの調査の中でS52範囲

確認調査(安楽・藤田1978)で確認されたV字溝， H9範囲確認(杉原1999)における池田大原地区の

調査で確認された l号濠，さらにはHIO範囲確認(安楽2000)における置ノ木地区検出の溝などとの

関連を考える必要がある。 S52範囲確認調査で確認されたV字溝は幅約 2m，深さ0.8mを測る。底

面は今回検出した溝とは相違し，完全なV字形を呈していることから環濠として捉えることができる

と判断される。 H8範囲確認調査で検出した 1号濠については幅約 2m，成の幅約0.3m，深さ約0.8

mで、断面V字形を呈し，時期的には須久Eの古段階に位置づけている。この遺構に対して「遺跡の中

心である舌状台地を取り巻く多重環濠の外に位置するが，この環濠の外での新たな防御線の存在がこ

れにより明らかになったj と報告されている。位置から考えると S52のV字溝と H8の1号濠の両者

に繋がりはないが，形状は近いと考えられる。 Hll範囲確認調査(杉原2000) における芭ノ木地区の

溝は 3つの中でも南側にあたり溝として捉えられているが，かなり浅い遺構で濠かどうかの判断もな

されていない。現在， H 8範囲確認調査の 1号濠と S52範囲確認調査のV字溝については，中期の環

濠の可能性があるとの判断が現段階でもなされている。この他， A調査地周辺では，県道の側面で断

面観察により V字溝が確認されるなど，丘陵南側でも環濠と思われるものが幾っか確認されており，

中期の時期を主体とするものとして捉えられている。今回調査をおこなった地医では， H 8範囲確認

調査で確認された 1号濠がこの付近に取り付いてくる可能性があったが，どの調査区でも環濠を検出

するに至らなかった。 A調査地の溝状遺構についても，上部はかなり削平されているが，断面形状は

V字状にはなり得ず，溝と捉えたほうが無難で、あろう。 遺物から考えると弥生時代のものであること

は間違いなく，今後，今回の調査区の東西の調査で確認する必要がある。また， S52範圏確認調査の

V字溝についても周辺調査が必要であり，今後さらに丘陵南側の環濠の実態を解明する必要がある。

D~F調査地では，耳 6 圃場整備調査(山下・川口1997) における大川地区に隣接していることか

ら，古代関連の遺構が検出される可能性があった。 H6居場整備調査では，越ナH窯系青磁・白磁 I類・

長沙窯系水注の他，国産としては緑紬陶器・褐軸陶器などの遺物が出土している。初期貿易陶磁や緑

柑陶器などの出土から，調査者は国司・郡司クラスの有力者の存在を考えている。 遺構は確認されて

いないが，調査区の北側は微高地になっており，その頂部付近に何らかの遺構が存在する可能性が高
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い。今回の調査区は， H 6 圃場整備の調査区中心地よりも約20~100な程西側の微高地に位置する。

調査では竪穴式住居と思われる遺構の他，埋納土坑やピットが確認された。ピットの中には大形のも

のも存在したが，調査範囲が狭いことからそれ以上の確認はできていない。遺物も少数ながら土師器

片 ・須恵器片 ・越州窯系青磁などが出土している。今回の調査区の出土遺物は， H 6圃場整備調査に

比べるとその量や内容にかなりの差がある。このことから，中心域からやや離れた，一般人の生活空

間であったものとの可能性を示唆しておきたい。

2.埋護土坑について

今回， F調査地で検出した埋聾土坑は，底部を丸く打ち欠いた蓋の中に土師皿を敷いて埋納すると

いう特殊な埋納形態をとっている。しかも，埋納する前に底部を打ち欠き皿を敷いた段階で，一度火

を炊いている状況がうかがわれる。土師皿の底は火を受けて剥離しており，口縁部直下周縁には，ス

スが付着している。この部分と密着する聾の内部にも同様にススが内部を周囲するように付着してい

る。これらの状況からも，埋納する以前に，斐の底を打ち欠き，内部に皿をいれた状況で火を焚いた

ということが推測される。推測の域を出ないが，カマドやクド石の上に据えて火を焚き， 何かの神事

をおこなった後に，土坑の中に入れたと考えられる。土に帰すという意味合いでもあったのであろう

か。どのような神事が執り行われたのか不明だ、が，古代の神事のー形態を示す資料である。周辺から

はピットが確認されていることから，建物に関する地鎮をおこなったとするのが妥当で、あろう。今回

は，この事実について他の事例についての検討をおこなっていないので，今後の検討課題としておく

に止める。

A 
Fig42 A調査地周辺の環濠等の位置図
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E調査地住居跡

検出状況(南から)
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E調査地 Pit群

検出状況(西から)

Pho12 

F調査地 Pit⑬および埋聾

土坑検出状況(西から)
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長崎県，原の辻遺跡の火山灰分析

株式会社古環境研究所

しはじめに

九州地方北部に分布する後期更新世以降に形成された地層の中には，何蘇，姶良，鬼界，阿多など
さいせつぶつ

九州地方の火山に由来するテフラ(火山砕屑物，いわゆる火山灰)が数多く認められる。テフラの中

には，噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり，これらとの層位関係を遺跡、で求めることで，

遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代などを知ることができるようになっている。

そこで壱岐島に位置する原の辻遺跡においても，火山ガラス比分析を行い指標テフラの検出向定を

試みることになった。試料採取が行われた地点は， E調査区⑨区北壁である。

2.火山ガラス比分析

E調査区⑨区北壁において，発掘調査担当者により採取された 3点の試料(図 1)を対象に火山ガ

ラス比分析を行い，試料に含まれる火山ガラスの特徴や量の層位的変化を把握した。分析の手順は次

の通りである。

1 )試料16gを秤量。

2 )超音波洗浄により泥分を除去。

3) 80
0

Cで恒温乾燥。

cm 

「
l
i
-
-ト
i
l
l
lし

n

υ

n

U

 

A
仏
寸

①口
4層

6層

図1 分析試料の層位
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4 )分析舗により 1/4-1/8nmlの粒子を飾加。

5 )偏光顕微鏡下で250粒子を観察し，火山ガラスの色調形態別比率を求める。

分析結果

50 % 40 30 20 10 。ダイヤグラムにして図火山ガラス比分析の結果を，

① 4層
2に示す。またその内訳を表 1に示す。全体としてい

ずれの試料にも比較的多くの火山ガラスが含まれてい
② 5層

とくに試料②3試料の中では，(11. 6~32. 0%)。る

③ 6層
( 5層)に多くの火山ガラスが含まれている (32.0%)0 

量が多い順に透明のバブル型ガラスこの試料では，

バブル型(透明)

バブル型(淡褐色)

バブル型(褐色)

中間型

口
田
由
国
一
昌
一
幽

(1.6%)，繊維束状(28.8%) ，分厚い中間型ガラス

に発泡した軽石型ガラスおよび褐色のバブル型ガラス

(各0.8%)が認められる。その下位の試料③(6層)

(10.8%) ， 量が多い順に透明のパフゃル型ガラスには，

(各i炎褐色のバブル型ガラスおよび中間型ガラス

より0.4%)が含まれている。一方，試料②(5層)

軽石型(スポンジ状)量が多いJII買に透明のパブ上位の試料① (4層)には，

軽石型(繊維束状)(1.2%)，淡褐

(各0.8%)が含まれ

中間型ガラス

色および、褐色のパフ守ル型ガラス

(16.0%) ， ル型ガラス

火山ガラス比ダイヤグラム図2

ている。

E調査区@区北壁の火山ガラス比分析結果表

試料

① 4層

② 5層

③ 6層

数字は粒子数。 bw:バブル型， md:中間型， pm:軽石型， CI:透明， pb: i炎褐色， br:褐色， sp:スポンジ状， fb:繊維束状。
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察考3. 
火山ガラスの検出量や形態さらに色調などから，今回検出された火山ガラスは，約2.4~2. 5万年前*1 

町田・新井， 1976， 1992，松本ほか， 1987，村山に姶良カルデラから噴出した姶良Tn火山灰 (AT，

や約6，300年前*1に南九州の鬼界カルデラから噴出した鬼界アカホヤほか， 1993，池田ほか， 1995) 

町田・新井， 1978) に由来する可能性が高いように思われる。一般に，褐色や~>>~褐火山灰 (K-Ah，

ATの噴出に関係した(町田・新井， 1978)， 色のバブル型ガラスは K-Ahに多く含まれているものの

(町田・新井， 1992，上野， 2001など)。そして入戸火砕流堆積物にも量は少ないながら認められる

以上のデータでの高精度

ここでは，石器が検出された 4層中~上部は少なくとも ATより上位にあ
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したカすって，これら有色火山ガラスが検出されることがある。

の詰t別は困要住といえよう。

ATからも，



る可能性が高いと指摘するにとどめたい。

なお上記のテフラ以外にも，約8.5~9.0万年前に阿蘇カルデラから噴出した阿蘇 4 火砕流堆積物

(Aso-4pfl) も中・北部九州地方一帯に分布しており，それに関係する阿蘇4テフラ (Aso-4，町田

ほか， 1985，町田・新井， 2003) は北海道を含めたはるかに広い範囲に降灰している。また約10.5~

11万年前に阿多カルデラから噴出した阿多テフラ (Ata，Ui， 1971， Nagaoka， 1988，町田・新井， 2003 

など)や約9.5万年前に鬼界カルデラから噴出した鬼界葛原テフラ (K四 Tz，Nagaoka， 1988，町田ほ

か， 1983a，太田・小田切， 1994，町田・新井， 2003)も壱岐島で検出される可能性がある。したがっ

て， ATより下位の土層のみならず ATの上位の土層からもこれらのテフラに由来するテフラ粒子が

検出される可能性もある。これらテフラの高精度の同定は，火山ガラスや鉱物を対象とした屈折率制

定や，信頼度の高い EPMAを利用した火山ガラスの主成分化学組成分析を組み合わせることで容易

である。実際，韓半島の!日石器時代遺跡や中国においても， ATやK司Ahの同定には屈折率測定や EPMA

による火山ガラスの主成分化学組成分析が実施されている(町田ほか， 1983b， Eden et al.， 1996， Yi 

et al.， 1998など)。今後，原の辻遺跡においてもこれらの測定分析を実施して，検出される火山ガラ

スの起源を明らかにすることが期待される。

4胃まとめ

原の辻遺跡E調査区⑨区北壁において採取された試料を対象に，火山ガラス比分析を行った。その

結果，姶良 Tn火山灰 (AT，約2.4~2. 5万年前*1 )あるいは鬼界アカホヤ火山灰 (K-Ah，約6，300年

前*1 )に由来する可能性が高い火山ガラスが比較的多く検出された。このことから，少なくとも石器

が検出された 4層中~上部は ATより上位にあると考えられる。

* 1 放射性炭素(14C)年代。暦年較正年代については， ATが約2.6~2. 9万年前， K-Ahが約7，300

年前と考えられている(町田・新井， 2003)。
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